
平成２９年度第１回 

 高松市コンパクト・エコシティ推進懇談会 

(１) 会長の選任について 
(２) 高松市立地適正化計画(仮称)【素案】パブリックコメント及び説明会等の  
   実施報告について 
(３) 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画改定の基本的な考え方について 
(４) その他  
 

議 事 

平成２９年９月４日 
市民政策局 まちづくり企画課 

資料１ 



(２) 高松市立地適正化計画(仮称)【素案】パブリックコメント及び説  
   明会等の実施報告について 
     １ 立地適正化計画のスケジュール及び説明会等実施結果について 
     ２ 素案に対する意見 
     ３ 原案化作業 

   
    資料２ パブリックコメント実施結果 

       資料３ 説明会等意見と市の考え方 
       資料４ 懇談会及び都市計画審議会意見と市の考え方 

(３) 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画改定の 
   基本的な考え方について 
 
    １ 記載項目の変更 
       ① 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画の位置付け  
       ② 区域設定の変更及びこれに対応したまちづくりの方向性 
       ③ 施策体系 
    ２ 今後のスケジュール 

 

(４) その他 

議 事 



項 目 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

立地適正化計画 

  策定 

(国に提出) 

都市計画審議会 

パブコメ 

意見聴取 

 
原案化作業・原案策定 

説明会等 日程 回数 
（回） 

参加人数 
（人） 

意見総数 
（件） 

説明会 Ｈ２９.４.２５ 
～５.３１ 

１５ヵ所
（１６回） 

２８７ 

８９ 

市政出前ふれあい
トーク（多肥） 

Ｈ２９.５.１８ １ ４２ 

市政出前ふれあい
トーク（香南） 

Ｈ２９.５.２４ １ １４ 

市政出前ふれあい
トーク（円座） 

Ｈ２９.７.２５ １ ５４ 

建築関係事業者向け 
説明会 

Ｈ２９.８.４ ２ ３５ 

立地適正化計画のスケジュール 

○説明会等実施状況 

募集期間：Ｈ２９.４.２５～５.３１ 
意見総数：３１件 

○パブリックコメント 
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開催日：Ｈ２９.３.２８ 
意見総数：５件 

○高松市都市計画審議会 

開催日：Ｈ２９.３.１ 
意見総数：２６件 

○高松市コンパクト・ 
エコシティ推進懇談会 

説明会・ 
パブコメ 

第１回 

推進懇談会 

第２回 

推進懇談会 

開催日：Ｈ２９.７.１１ 
意見総数：１件 

○医師会説明会 

資料２ 資料３ 

資料３ 

資料4 

資料4 
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(高松市コンパクト・エコシティ推進懇談会、高松市都市計画審議会、パブリックコメント、説明会等) 実施結果 

Ａ 
意見の趣旨等
を反映し、計
画案に盛り込
むもの 

Ｂ 
意見の趣旨等
は、計画案に
盛り込み済み
のもの 

Ｃ 
今後の検討課
題とし参考と
するもの 

Ｄ 
計画案に盛り
込まないもの 

Ｅ 
その他質問等 

計 

①計画全般について １ ２ ７ ０ ２５ ３５ 

②都市機能誘導区域につ
いて 

０ １ ０ ０ ２ ３ 

③誘導施設について ０ ０ １ ２ ４ ７ 

④居住誘導区域について １ ２ ２ ０ ２ ７ 

⑤公共交通について ０ ２ ５ ２ ２９ ３８ 

⑥誘導施策について １ ０ ２６ ０ ７ ３４ 

⑦誘導区域外について ０ ３ １ ０ １ ５ 

⑧その他 １ ０ ８ ２ １２ ２３ 

計 ４ １０ ５０ ６ ８２ １５２ 



居住誘導区域の設定ルールに従って設定した居住誘導区域と一般
居住誘導区域の境界について、地形地物に従い境界を定める。 
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章 項目 

１章 計画策定の目的と位置付け 

２章 高松市の現状と課題 

３章 立地の適正化に関する基本的な方針 

４章 都市機能誘導区域 

５章 誘導施設 

６章 居住誘導区域 

７章 届出制度 

８章 公共交通に関する事項 

９章 誘導施策 

10章 計画の推進に向けて 

11章 立地適正化計画区域外におけるまちづ
くりの方向性 

①区域境界 

立地適正化計画【素案】目次 

施策の方針に対応した施策を設定し、取り組むべき内容を具体的
表現で示す。 

③施策体系 

本計画の推進により、市民の皆様が享受できる効果をメリットと
して示すため、設定する施策目標とその達成により期待される効
果を定量化する。 

④数値目標・効果指標の設定 

琴電太田駅～仏生山駅の新駅整備等を見据え、土地利用等につい
て検討し、考え方を示す。 

事務局にて、原案化に向けて見直し、又は詳細を定める事項 

②新駅（太田～仏生山駅間）周辺の土地利用 
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誘導区域全体図【素案】 区域境界の精査 

国分寺町 

屋島西町 

屋島東町 

●検討区域 
・区域境界が団地を分断
しているので、団地一体
を居住誘導区域に含める。 

●検討区域 
工業地域部分は、居住
誘導区域から除外する。 

香川町【事務局案】 香川町【素案】 

基本的な考えに沿って、居住誘導区域境を精査 事例 

①区域境界 

居住誘導区域設定における区域境界の考え方 

・地形地物に応じて区域設定する。 
・区域境界が団地を分断している場合、団地一体を居住誘導 
 区域に含める。 
・特別史跡については、居住誘導区域から除外する。 
・工業地域部分は、居住誘導区域から除外する。 

香川町 



新駅 

多肥小 

太田駅 

居住誘導区域（法定） 

幅員5m以上の道路（用途地域内は一部省略） 

（整備中）   都市計画道路・朝日町仏生山線 

（計画区間）都市計画道路・朝日町仏生山線 
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②新駅（太田～仏生山駅間）周辺の土地利用について 

6 

 
新駅（太田～仏生山駅間）整備に伴う周辺のまちづくり及び県道沿線の土地利用について、現況や地元の意見等を踏まえ、
原案において基本的考え方を示す。 

新駅周辺の土地利用について 
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③施策体系について 

※誘導区域外の施策及び各事業は、改定予定の多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画において記載する。 

●施策の方針に対応した施策を設定し、 
取り組むべき内容を具体的表現で示す。 

●各施策の 
成果指標の検討（案） 



効率的で効果的な行財政運営の推進 

●現在の支所の取り扱いサービスを拡大させ
た、総合的な窓口を有する出先機関である総
合センターを整備する。 
●地域包括支援センター・保健センターの出
先機関を統合し、一体的な窓口を提供する。 

定住人口の維持・誘導 

●目指すべき都市の骨格構造に即した土地利
用を促進し、土地利用規制の見直し等を検討
する。 
●未利用地や空き家等の既存ストックを活用
し、居住誘導区域内へ誘導を図る。 

居住誘導区域内 

中古住宅の活用による居住誘
導区域内への定住確保 

誘導区域外の開発を
間接的に抑制 

コンパクト・プラス・ネットワークで繋がる ひと 地域 未来 

①市民の生活利便性の維持・確保 

●人口密度の維持による医療・商業等の生活サービス 
 機能の維持、確保 

②公共交通の維持・充実 
●高齢者等の公共交通等移動手段の確保 
●居住や生活サービス機能と連携した 公共交通 
 ネットワークの構築 

③都市活力の維持・向上 

●中心市街地や各地域の中心地における都市機能の集積 
●人口減少対策として居住の誘導 
●空き家対策の推進 

④地域の暮らしやすさの向上 

●コミュニティの再生と強化 
●地域包括ケアの構築 ●防災、減災対策の推進 
 

⑤都市経営の効率化 

●公共施設等の統廃合・長寿命化、既存 ストックの活用などによる財政負担の軽減 
●市街地の郊外への拡大抑制 

 

本市の課題 

例●都市経営コスト    ← 目標に対して連動するような効果を設定する     

 ●自立高齢者率   ●住みやすさの満足度 
効果 

まちづくりの方針(ﾀｰｹﾞｯﾄ) 

課題解決のための施策・ 
誘導方針(ｽﾄｰﾘｰ) 

定量的な目標値の設定 

期待される効果を定量化 

都市の課題 

「課題～ターゲット～施策～目標・効果」 

検討（たたき台） 
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●本計画の推進により、市民の皆様が享受できる効果をメ
リットとして示すため、設定する施策目標とその達成により
期待される効果を定量化する。 

④数値目標・効果指標の設定について 

●経常収支比率（％） 
●交通結節拠点におけるバス路線 
 の結節数（都心部を除く） 

持続可能な公共交通ネットワークの再構築 

新
駅 

新
駅 

●新駅整備、駅前広場整備。 
●鉄道幹線軸強化（複線化）。 
●既有のバス路線網を見直し、幹線軸への結
節を基本としたフィーダー系統へとネット
ワークの再編を図る。 

●居住誘導区域内の人口比率 

ストーリーの 
軸となる主要施策 



(２) 高松市立地適正化計画(仮称)【素案】パブリックコメント及び説  
   明会等の実施報告について 
     １ 立地適正化計画のスケジュール及び説明会等実施結果について 
     ２ 素案に対する意見 
     ３ 原案化作業に向けた作業 

   
    資料２ パブリックコメント実施結果 

       資料３ 説明会等意見と市の考え方 
                 資料４ 懇談会及び都市計画審議会意見と市の考え方 
 

(３) 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画改定の 
   基本的な考え方について 
 
    １ 記載項目の変更 
       ① 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画の位置付け  
       ② 区域設定の変更及びこれに対応したまちづくりの方向性 
       ③ 施策体系 
    ２ 今後のスケジュール 

 
(４) その他 

議 事 



□主な記載
項目の変更
② 

□主な記載
項目の変更
③ 

□ 主な記載
項目の変更
① 
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現行推進計画 

１ 目的 

計画策定の目的 
計画の位置付けとその役割 

２ 計画策定の背景 

市域及び都市計画区域の変遷 
都市計画制度の見直し 

３ コンパクト・エコシティの推進に関する現況と課題 

現況調査の調査概要 市民意識調査の結果概要 
意見交換会のまとめ 課題の整理と問題解決のための視点 

４ 目指す将来都市構造  

５ 地域区分とまちづくりの方向性  

地域区分及び拠点の考え方 
まちづくりの方向性 

６ まちづくりの基本方針  

７ 施策の体系 

８ 施策の方針に基づく取り組むべき内容 

各拠点における取組及び将来のイメージ 

９ 実現に向けて 

・コンパクト・エコシティの実現に向けた段階的展開 
・推進施策  ・推進に向けた実施体制・推進体制 

１ 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画    
   （H25.2）以降に策定又は改定された上位計画及び、新 
     たに策定する立地適正化計画と関連する計画との関係 
     について、位置付けを明示する。 

５・まちづくりの方向性の項目を削除し、まちづくりの  
  基本方針に一本化する。 
 ・現行計画で、集約拠点と拠点外の２つに分けている区 
  域設定を、立地適正化計画に合わせて、都市機能誘導 
  区域、居住誘導区域、誘導区域外の３つの区域設定に   
  変更する。 

６ 区域の変更に伴い、多核連携型コンパクト・エコ 
  シティ推進計画における新たな施策体系を示す。 

８ コンパクト・エコシティ推進施策については、具体  
  的な実施事業を見直す。 

２ 地域公共交通再編実施計画及び網形成計画の策定、  
  都市計画マスタープランの改定、立地適正化計画の 
  策定について追加する。 

３・現況調査の調査概要を最新資料に差し替える。 
 ・市民意識調査、意見交換会（説明会）のまとめについ 
  ては、立地適正化計画よりコンパクト関係部分を抽出 
  して記載する。 
 ・課題の整理と問題解決のための視点については、立地 
  適正化計画で整理した課題を踏まえて、一部内容を変 
  更するとともに、わかりやすい表現方法に変更する。 

４ 変更なし 

改定の方針 

ㇾ 

ㇾ 

ㇾ 

７ 新たな施策体系に従って、取り組むべき内容を改  
  定する。 

【 関連資料 】 

統 
合 
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多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画（H25.2）以降に策定又は改定された上位計画及び、新
たに策定する立地適正化計画と関連する計画との関係について、位置付けを明示する。 

 

多核連携型コンパクト・エコシティの実現 

【役割】３つの柱の連携で高松市の目指す都市像の実現を目指す 

～公共交通利用促進～ 

自動車依存から公共交通への転
換に向けた取組 

総合都市交通 

 

エコ交通 
計画 

自転車利用 

都市づくり計画 
交通戦略 
計画 

～土地利用規制・形態規制～ 

拡散型の都市構造から，多核集

約型の都市構造への転換に向け
た取組 

都市計画施策 

都市計画 

マスター 

プラン 

用途地域等 

の見直し 

都市機能の 

集積の誘導 

総合都市交通計画 都市計画制度の見直し 

集約拠点への居住促進など，中

心市街地活性化・都市のにぎわい
の創出 

まちづくり施策 

集約拠点 

居住 

回遊性 

向上 

にぎわい 

創出 

多核連携型コンパクト・ 

エコシティ推進計画 

～集約拠点形成～ 

都市計画 

マスタープラン 

その他各種 

分野別計画 

第５次高松市総合計画 

改定後 改定前 

高 松 市 総 合 計 画（第６次） 

即す 

・公的不動産 
・公営住宅、空き家等 
・医療福祉 
・中心市街地活性化 
・教育 
・商業 
・農業・林業 
・防災 
 

等  各種計画 

たかまつ創生総合戦略 
都市計画 

マスタープラン 

多核連携型コンパクト・
エコシティ推進計画 

 
 

 
 

総合都市交通計画 

連
携 

多核連携型コンパクト・エコシティの実現 

都市計画施策 まちづくり施策 

総合都市交通 

立地適正化計画 

 誘導実施部分を担う 

 ＊都市マスの一部とみなす。 
  多核連携型コンパクト・ 
  エコシティ推進計画における 
  拠点への集約を図る施策を規定 

上位・関連計画 

（１）推進計画と上位・関連計画との位置付け 

主な記載項目の変更① 多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画の位置付け 
  

ㇾ 

まちづくりの基本となる４つの計画の整合・連携
を図り、高松市の目指す都市像の実現に取り組む 
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都
市
計
画
区
域
内 
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（２）推進計画と立地適正化計画の位置付け 

考え方 施策 進行管理 

 
 
 
 
 
 

役割 

居
住
誘
導
区
域 

都
市
機
能

誘
導
区
域 

都
市
計
画
区
域
外 

立地適正化計画 

誘
導
区
域
外 

 改定後の推進計画においても、市域全体を対象とし、立地適正化計画に登載するまちづくりの考え
方・施策に加えて誘導区域外の考え方・施策を登載する。 
 また、取り組むべき具体的な事業を登載し、これらの施策・事業を一元的に進行管理を行う。 

位置付けの整理 

●多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画は市内全域を対象とし、立地適
正化計画は都市計画区域内を対象とする。 

事業 

多核連携型コンパクト・
エコシティ推進計画 
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（３）多核連携型コンパクト・エコシティの実現に向けた段階的展開 

※現況の都市構造に大きな変動がある場合や、都市計画マスタープランの見直しが生じた場合などには随時見直しを行うものとします。 

 第2期 
 平成30～32年 

 第3期 
 平成32～34年 

平成30年度 
(2018年度) 
  ▼ 

平成34年度 
(2022年度) 
   ▼ 

平成35年度 
(2023年度) 
 ▼ 

平成40年度 
(2028年度) 
  ▼ 

計画期間 平成30～40年 

平成35年頃～40年頃（概ね5年間） 平成30～34年頃（概ね5年間） 

短期 中・長期 

平成30～34年頃（概ね5年間） 平成35年頃～40年頃（概ね5年間） 

計画期間 平成20～40年 

連動 

まちづくり戦略計画 
 第4期 
 平成34,35年 

事業 

多核連携型コンパクト・エコシティ 
推進計画 

立地適正化計画 

都市計画マスタープラン 

重点 

 改定後の推進計画に登載する事業は、平成30年度～32年度の短期事業とそれ以外の中・長期事業に分類し、
その後も、まちづくり戦略計画の検討と合わせて見直し等を行う。 
 また、毎年、推進計画に登載する事業の進行管理を行うとともに、概ね５年ごとに、立地適正化計画見直し検
討との整合を図りながら、推進計画全体の見直しを検討する。 
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改定前 

区域区分 拠点 まちづくりの方向性 

集約拠点 

自動車に依存することなく、徒歩や自転車で、多種多
様なサービスが享受でき、暮らしたいと思ってもらえ
るまちを目指す。 

広域 
交流拠点 

・都市機能が集積し、魅力的な居住環
境があり、公共交通や徒歩で生活でき
るまち 

地域・生活 
交流拠点 

・日常生活機能が集積し、魅力的な居
住環境があり、公共交通を生かした生
活ができるまち 

拠点外 

豊かな自然に囲まれ、公共交通を活用しながら、地域
の豊かさを感じられるまちを目指す。 

・新たな都市基盤の整備はできる限り抑制したコンパ
クトな都市構造のまち 
・自然と調和した居住環境の形成や、生活に必要な環
境（商業施設や公共交通網）があり、地域の実情に即
した、コミュニティ協議会等の自主・自律的なまちづ
くり活動等に支えられ、集約拠点と活発に交流ができ
るまち 

・区域設定は集約拠点と拠点外の２つ。 
・区域は概ねの範囲で明確に設定していない。 

●区域設定とまちづくりの方向性 

主な記載項目の変更② 区域設定の変更及びこれに対応したまちづくりの基本方針 ㇾ 
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区域設定 まちづくりの基本方針 拠点区分 

広域 
都市機能誘導
区域 

環瀬戸内海圏の中核都市にふさわしい広域的
な拠点性の強化と都市の魅力の向上に向けた
広域的な役割をもった都市機能の維持・誘導
を図る。 

広域交流拠点 

一般 
都市機能誘導
区域 

居住に近い地域で利便性の高いサービスを受
けられるよう、日常生活に係る身近な都市機
能の維持・誘導を図る。 

地域交流拠点 

生活交流拠点 

学術 
都市機能誘導
区域 

研究開発や新規産業創出の拠点として、学
術・研究等の都市機能の維持・誘導を図る。 

学術研究拠点 

居住誘導区域 人口密度の維持による医療・商業等の生活
サービス機能の維持、確保を通じ、暮らしや
すさの向上を図る。 

－ 

誘導区域外 ・コミュニティ等の自主自立的な活動等に支
えられ、恵まれた自然と調和した、地域の豊
かさを感じられるまちを目指す。 
・公共交通や幹線道路等の生活を支えるイン
フラを確保し、将来にわたり住み続けられる
生活環境を維持する。 

－ 

居
住
誘
導
区
域 

都
市
機
能
誘
導
区
域 

誘
導
区
域
外 

改定後 ・区域設定については、立地適正化計画に合わせて、都市機能誘導区域、 
 居住誘導区域、誘導区域外の３つとする。 
・まちづくりの方向性をまちづくりの基本方針に一本化する。 
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改正後 改正前 

施策の方針７を追加し、立地適正化計画とコンパクト・エコシティ推進計画の施策を整理する。 

（１）コンパクト・エコシティ推進計画の施策体系 

主な記載項目の変更③ 施策体系 
  

ㇾ 

設定 

追加 

 施策の体系は、立地適正化計画における施策の方針「1.都市機能・生活機能の集約・強化」から「6.市街地
拡大の抑制」に誘導区域外を対象とした「7.誘導区域外においても住み続けられる生活環境の維持」を追加す
る。その中でそれぞれの施策の方針に対応した施策を設定する。 

全区分 

全区分 
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（２）施策の方針に基づく取り組むべき内容（改定後） 

具体的取組 

」 



項 目 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

ＣＥ推進計画 

施策・事業 

【参考】 
立地適正化計画 
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原案化作業・原案策定 
説明会・ 
パブコメ 

  策定 

(国に提出) 

第１回 

推進懇談会 

第２回 

推進懇談会 

都市計画審議会 

パブコメ 
改定の方向性検討 改定作業 

施策・ 
事業依頼 

平成２９年度 

事業化 反映 

改定 

パブコメ 

第３回 

推進懇談会 


